
フォーラムご案内
（生物多様性条約第10回締約国会議併催屋外展示会）

増岡組のフォーラム参加紹介
題目：メダカの“目”から見る生物多様性
日時：１０月２６日(火) 13:30 （開場13:15） ～14:30
場所：名古屋学院大学 名古屋キャンパス白鳥学舎

体育館 小会場１
参加方法：どなたでも参加できます。当日会場へお越しください。

【COP10】
2010年10月11日(月・祝)～29日(金)にかけて名古屋にて開催さ

れる生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）です。
190を超える国と地域から8,000名を超える人々が参加し、生物

多様性条約の締結と目的達成のための、国際的取組について話し
合う国際会議で、今世紀に入って日本で開かれる国際会議として
は最大規模になります。

【生物多様性交流フェアについて】
COP10の開催される時期に合わせて、国内外の行政機関や国際機

関、NGO/NPO、学術団体、企業などが、一般の参加者と生物多様性
に関する交流を行う場です。
このフェアは、生物多様性への認識を広げ、将来に継続する取
組として、国内外からも注目されています。題目：メダカの“目”から見る生物多様性

第一部：～持続可能な社会のための国際的な取組と身近な取組～
環境問題を考える場合に、「気候変動枠組み条約」と「生物多様性条約」は両輪となります。国際的な取

組としての両条約とそれに対応する個人の活動、そして、弊社の環境技術を紹介します。

第二部：～エコラボビオトープの生物多様性～
弊社がメダカ交流会として展開している、クロメダカを象徴種としたESD（持続可能な開発のための教

育）の活動を紹介します。自社のビオトープを題材に、生態系の多様性、種の多様性、遺伝子の多様性を具
体的に見て、考える教材となっています。

最近は気候変動問題や省エネなどに配慮した企業活動が注目される様になって参りましたが、「生物多様性」という
括りではまだまだ広く周知されていないようです。建設業界でも、省エネや資源再生についてはクローズアップされ技
術革新も進んでおりますが、生物多様性につきましては経済活動として脚光を浴びていないのが現状です。
弊社では平成17年よりビオトープを整備し、建設業としては先陣を切って生物多様性保全に取り組んできたと自負し

ております。さらに、社会貢献としてのビオトープ開発だけでなく、その環境を活用した環境技術ノウハウから「自然
林の植生による緑化」や「ビオトープ創造」といった事業活動としての取組も進めております。

弊社の増岡組環境技術研究所（エコラボ）は、78,000㎡に及ぶ山野のビオトープそのもので、「建設事業に於ける自
然との調和」というコンセプトに関わる技術などノウハウの開発を目的としております。
私たちは、弊社の建設事業を行う際、常に人の居るべき環境を考え、様々な人の活動に着目する「ヒューマンコン

シャス」な立場である事を守ろうとしています。この考え方は、機械的な環境を造るだけではなく、人間の心身が健康
であるため、きれいな水や空気といった生活の基本的な条件を整えるために、自然や野生との調和・共存をも目指すも
のでもあります。

増岡組の生物多様性の取組

増岡組の生物多様性の取組は、下記ホームページでご覧下さい

増岡組環境技術研究所
（エコラボ）

http://www.ecolab.masuoka-g.co.jp/

本社・東京支店 東京都千代田区丸の内１丁目８番２号（鉄鋼ビル内） 電話(03)3284-9780
呉本店 広島県呉市中央１丁目６番２８号 電話(0823)21-1441
広島本店 広島県広島市中区鶴見町４番２５号（増栄ビル） 電話(082)504-5050
大阪支店 大阪府大阪市中央区北浜３丁目２番２３号（信愛ビル）電話(06)6202-3264
名古屋営業所 愛知県西春日井郡豊山町豊場山方71 電話(0568)65-8436

生物多様性交流フェア
I n te rac t i ve Fa i r  fo r  B iod ive rs i t y

増岡組はCOP10で併催される生物多様性交流フェアのフォーラムに参加します。
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